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鷲見保明「秋の道草　上」翻刻

は
じ
め
に

　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
に
山
本
嘉
将
氏
（
一
九
〇
八
～
一
九
九
二
）
の
旧
蔵

書
（
近
代
資
料
を
含
む
）
一
三
八
三
点
が
稲
葉
（
と
う
よ
う
）
文
庫
の
名
称
で

蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
『
香
川
景
樹
論
』（
一
九
四
二
年　

育
英
書
院
）、『
近

世
和
歌
史
論
』（
一
九
五
八
年　

文
京
図
書
出
版
、
一
九
九
二
年　

パ
ル
ト
ス

社
再
版
）、『
加
納
諸
平
の
研
究
』（
一
九
六
一
年　

初
音
書
房
）、『
賀
茂
真
淵
論
』

（
一
九
六
三
年　

初
音
書
房
）
な
ど
を
出
版
し
、
未
だ
研
究
の
進
展
し
て
い
な

い
近
世
後
期
和
歌
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
研
究
者
で
あ
る
。

　
『
加
納
諸
平
の
研
究
』
序
に
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
東
洋
大
学

に
博
士
論
文
『
加
納
諸
平
の
研
究
』
を
提
出
し
、
三
十
五
年
に
学
位
授
与
式
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
か
ら
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
に
稲

葉
文
庫
が
置
か
れ
た
が
、
こ
の
蔵
書
に
は
氏
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
蒐
書
と
研
究

へ
の
熱
意
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
こ
の
蔵
書
は
近

世
和
歌
の
貴
重
な
資
料
群
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

稲
葉
文
庫
は
、（
一
）
香
川
景
樹
関
連
書
目
、（
二
）
加
納
諸
平
関
連
書
目
、

（
三
）
鳥
取
藩
鷲
見
家
関
連
資
料
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
鳥
取
藩
の
国
学
・
和
歌
資
料
と
し
て
写
本
や
書
簡
が
多
く
含

ま
れ
、
本
居
宣
長
没
後
の
国
学
者
た
ち
の
動
向
が
示
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、
興

味
深
い
資
料
が
多
い
。
江
戸
後
期
国
学
者
お
よ
び
鳥
取
藩
関
係
者
の
書
簡
が
お

よ
そ
三
百
五
十
点
稲
葉
文
庫
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
点
で

あ
る
。

　

こ
の
蔵
書
に
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
洋
大

学
に
稲
葉
文
庫
が
置
か
れ
る
以
前
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
七
月
に
稲
葉

文
庫
（
山
本
家
）
へ
国
文
学
研
究
資
料
館
が
調
査
に
入
り
、
六
三
五
点
の
資
料

の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
、
国
文
学
研
究
資

料
館
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
東

洋
大
学
附
属
図
書
館
で
所
蔵
す
る
稲
葉
文
庫
と
こ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
内

容
が
完
全
に
合
致
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
国
文
学
研
究
資

料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
み
確
認
さ
れ
る
資
料
、
東
洋
大
学
附
属
図
書

館
蔵
稲
葉
文
庫
で
の
み
確
認
さ
れ
る
資
料
な
ど
も
存
す
る
。

鷲
見
保
明
「
秋
の
道
草　

上
」
翻
刻　

―
―
稲
葉
文
庫
と
橘
千
蔭
・
衣
川
長
秋
の
添
削
―
―

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学　

大
内　

瑞
恵
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こ
の
文
庫
資
料
に
つ
い
て
順
次
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

特
に
紀
行
文
と
そ
の
添
削
過
程
に
注
目
し
、
ま
ず
は
、
鳥
取
か
ら
江
戸
ま
で
の

旅
路
の
和
歌
を
記
し
た
「
秋
の
道
草　

上
」
お
よ
び
そ
の
添
削
部
分
を
翻
刻
し

紹
介
し
た
い
と
思
う
。

一　

鷲
見
文
庫

　

稲
葉
文
庫
の
特
色
の
一
つ
に
、
鳥
取
歌
人
の
資
料
群
が
あ
る
。
な
か
で
も
、

鷲
見
家
関
連
資
料
が
多
く
、
こ
れ
は
鷲
見
文
庫
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
鷲
見
文
庫
と
は
鳥
取
藩
池
田
家
に
仕
え
た
鷲
見
家
伝
来
の
資
料
で
あ
る
。

山
本
嘉
将
氏
は
前
述
『
近
世
和
歌
史
論
』
な
ど
に
お
い
て
、
こ
の
鷲
見
家
の
文

事
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
た
が
、
五
十
年
を
経
て
各
地
の
資
料
や
国
学
者

達
の
動
向
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
位
置
付
け
を
見
直
す
時
期
に

入
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
後
期
、十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
鷲
見
保
明
、

安
喜
の
父
子
は
和
歌
・
国
学
に
熱
心
で
、
各
地
の
国
学
者
・
歌
人
と
交
流
を
持
っ

て
い
た
。
鷲
見
安
喜
は
の
ち
に
「
安
歖
」
と
表
記
を
改
め
る
が
、本
稿
で
は
「
安

喜
」
の
表
記
で
統
一
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
二
〇
一
四
年　

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
鷲
見
保

明
・
安
喜
父
子
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

○
保
明　

や
す
あ
き
ら
〔
江
戸
時
代
後
期
歌
人
〕

鷲
見
。
名
は
慶
明
・
休
明
と
も
。
字
は
子
休
。
通
称
は
新
助
・
権
之
丞
。

号
淡
成
舎
・
忘
言
亭
。
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
～
文
化
五
（
一
八
〇
八
）

年
一
一
月
八
日
、
五
九
歳
。
鳥
取
藩
士
。
安
藤
箕
山
に
漢
学
を
、
両
親
に

歌
学
と
和
歌
を
学
ぶ
。
衣
川
長
秋
ら
と
交
遊
を
結
ぶ
。『
鷲
見
翁
家
集
稿
』

『
鷲
見
休
明
遺
稿
』『
鷲
見
慶
明
詠
草
』
な
ど
。
九
州
大
学
文
学
部
に
草
稿

類
が
残
る
。（
白
石
良
夫
）

○
安
喜　

や
す
よ
し
〔
江
戸
時
代
後
期
歌
人
〕

鷲
見
。
幼
名
、
保
喜
。
晩
年
は
安
歖
と
称
す
。
通
称
、
勘
解
由
。
天
明
四

（
一
七
八
四
）
年
五
月
二
六
日
～
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
三
月
二
三
日
、

六
四
歳
。
休
明
の
長
子
。
鳥
取
藩
士
。
一
六
歳
で
尚
徳
館
に
出
仕
し
、
教

鞭
を
執
る
。
儒
学
を
学
び
、
ま
た
衣
川
長
秋
に
師
事
し
国
典
に
詳
し
か
っ

た
。
藩
政
担
当
の
傍
ら
、国
学
和
歌
併
修
に
努
め
、本
居
大
平
・
加
納
諸
平
・

伴
信
友
を
は
じ
め
多
く
の
学
者
と
交
流
が
あ
り
、殊
に
紀
州
の
諸
平
と
は
、

と
も
に
自
藩
内
に
国
学
館
の
設
立
を
企
図
す
る
な
ど
親
交
が
深
か
っ
た
。

父
休
明
の
遺
稿
を
『
鷲
見
翁
家
集
』
と
し
て
ま
と
め
た
他
、『
か
た
こ
と
歌
』

五
十
数
冊
を
初
め
と
す
る
多
く
の
草
稿
類
が
残
る
。【
参
考
文
献
】『
近
世

和
歌
史
論
』
山
本
嘉
将
（
文
教
図
書
出
版　

一
九
五
八
、
復
刻　

パ
ル
ト

ス
社　

一
九
九
二
）（
高
松
亮
太
）

　

さ
て
、
両
解
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
父
子
に
は
草
稿
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
が
、
九
州
大
学
文
学
部
の
み
な
ら
ず
、
稲
葉
文
庫
に
も
草
稿
類
が
残
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
衣
川
長
秋
に
よ
る
添
削
を
経
た
草
稿
な
ど
で
あ
る
。

　

保
明
と
交
遊
し
、
安
喜
の
師
と
し
て
記
さ
れ
る
衣
川
長
秋
は
、
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
～
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
を
生
き
た
国
学
者
で
、
本
居
宣
長
・

春
庭
を
師
と
し
、
鳥
取
の
衣
川
家
を
継
ぎ
、
藩
の
国
学
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
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あ
る
。

　

稲
葉
文
庫
資
料
だ
け
で
も
、
鷲
見
父
子
が
何
か
と
衣
川
長
秋
に
添
削
を
仰
い

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
次
の
資
料
な
ど
が
あ
る
。

保
明
「
享
和
二
年
戌
の
と
し
の
う
た
」
衣
川
長
秋
添
削
。

保
明
「
享
和
三
亥
の
と
し
の
詠
草
」
衣
川
長
秋
添
削
。

保
明
「
あ
き
の
道
く
さ
」
加
藤
千
蔭
・
衣
川
長
秋
添
削
。

安
喜
「
堀
川
百
首
の
題
に
て
よ
め
る
歌
」
第
二
稿

（
三
冊
合
綴
の
う
ち
第
二
冊
）　

衣
川
長
秋
添
削
。

安
喜
「
衣
川
長
秋
添
削
稿
ほ
か
」
安
喜
歌
を
長
秋
が
添
削
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
衣
川
長
秋
は
安
喜
に
、
当
時
の
著
名
な
歌
人
評
を
伝
え
た
「
歌
人
評
」

や
、
鳥
取
の
門
下
に
つ
い
て
「[

衣
川
長
秋]

書
簡
（
文
政
年
間
門
下
人
物
評
）」

な
ど
を
記
し
て
い
る
。

　

稲
葉
文
庫
に
長
秋
の
自
筆
書
状
は
十
点
。

（
一
）
一
巻
（
巻
紙
仕
立
、
書
状
十
一
通
と
添
書
）
文
化
文
政
頃
か
。

（
二
）
一
通
（
門
下
人
物
評
）

（
三
）
一
通
（
年
賀
状
）

（
四
）
一
通
（
文
政
五
年
）

（
五
）
一
通
（
文
政
五
年
）

（
六
）
一
通
（
十
一
月
十
二
日
）

（
七
）
一
通
（
文
政
五
年
）　　

（
八
）
一
通
（
年
代
未
詳
）

（
九
）
一
通
（
文
政
五
年
）

（
十
）
一
通
（
文
政
六
年
正
月
）

　

こ
れ
ら
の
添
削
資
料
や
書
状
か
ら
は
、
鷲
見
父
子
が
和
歌
・
国
学
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
鳥
取
藩
内
の
学
問
の
情
報
な
ど
も
得
て
い
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
衣
川
長
秋
の
書
状
の
ひ
と
つ
（
六
）
に
は
鳥
取
藩
出
身

の
医
師
、
稲
村
三
伯
の
改
名
の
噂
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

稲
村
三
泊
は
、宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
生
ま
れ
、文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

に
没
し
た
蘭
学
者
・
医
師
で
、
蘭
日
対
訳
の
辞
書
で
あ
る
『
波
留
麻
和
解
（
は

る
ま
わ
げ
）』
を
記
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
年
次

は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
長
秋
か
ら
「
十
一
月
十
二
日
」
付
で
送
ら
れ
た

書
状
に
は
「
稲
村
何
某
改
海
上
と
」
と
、
稲
村
三
伯
が
海
上
と
改
名
し
た
こ
と

が
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
稲
村
三
伯
が
鳥
取
藩
を
脱
藩
し
、
下
総
国
海

上
郡
に
隠
棲
し
、
名
を
「
海
上
随
鴎
」
と
改
め
た
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
以

降
の
こ
と
か
と
推
定
で
き
る
。

　

衣
川
長
秋
か
ら
鷲
見
保
明
へ
の
書
状
に
は
こ
の
よ
う
に
当
時
の
人
々
の
情
報

が
さ
ま
ざ
ま
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
文
政
五
年
の
書
状
に
は
「
京
師
も
儒
者
国

学
者
画
家
、
書
家
と
も
無
く
大
お
と
ろ
へ
と
其
内
が
ま
だ
古
学
者
が
有
之
方
ニ

テ
和
歌
者
流
も
大
お
と
ろ
へ
ニ
候
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
時
勢
を
気
に
し
て
い
る

様
子
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鷲
見
家
の
資
料
群
は
鳥
取
藩
の
文
事
の
み
な
ら
ず
、
学
問
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
探
る
た
め
に
も
興
味
深
い
資
料
が
多
い
。
こ
の
鷲
見
父
子
が
中
心

と
な
っ
て
、
集
め
た
書
籍
と
書
簡
、
草
稿
群
が
鷲
見
文
庫
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
鷲
見
文
庫
は
近
代
に
入
り
分
散
し
た
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
の
も
と
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に
九
州
大
学
、
海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校
教
育
参
考
館
、
鳥
取
県
立
博
物
館
、

鳥
取
県
立
図
書
館
、
米
子
市
立
図
書
館
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
鷲
見
文
庫
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
田
村
隆
氏

「
鷲
見
文
庫
点
描
」（
二
〇
〇
九
年
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
）

に
報
告
が
あ
り
、
一
一
七
点
三
三
七
冊
が
九
州
大
学
に
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
九

州
大
学
鷲
見
文
庫
は
、
京
都
の
竹
苞
書
楼
か
ら
大
正
一
五
年
・
昭
和
二
年
に
か

け
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
和
漢
書
が
多
く
、
近
年
で
は
、
白
石
良

夫
氏
に
よ
り「
鷲
見
文
庫
書
誌
覚
書（
下
）―
廉
斎
書
留
よ
り（
四
）」（
二
〇
一
六

年
『
雅
俗
』
第
十
五
号
）
な
ど
具
体
的
な
書
誌
報
告
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ほ
か
に
、
古
兵
書
の
目
録
と
し
て
、『
古
兵
書
目
録　

	

旧
海
軍
兵
学
校

教
育
参
考
館
蔵
野
沢
文
庫
鷲
見
文
庫
』（
一
九
六
四
年　

海
上
自
衛
隊
第
一
術

科
学
校
普
通
学
科
・
教
材
課
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
鷲
見
文
庫
は
広
島
県
江
田

島
市
の
海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校
教
育
参
考
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
ま
た
、
藩

政
資
料
（
和
歌
資
料
も
含
む
）
な
ど
が
鳥
取
県
立
図
書
館
・
鳥
取
県
立
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
資
料
の
流
れ
は
図
１
の

よ
う
に
な
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
広
が
り
の
中
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
稲
葉
文
庫
に
含
ま
れ

る
鷲
見
文
庫
資
料
は
和
歌
・
国
学
・
草
稿
・
書
簡
資
料
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
鳥
取
県
立
図
書
館
に
鷲
見
保
明
『
吉
岡
の
日
記
』
が
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
に
よ
り
翻
刻
さ
れ
、
樗
谿
叢
書
『
姫
君
姉
妹　
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吉
岡
温
泉
滞
在
日
記
』
と
い
う
絵
入
り
の
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
草

稿
資
料
が
稲
葉
文
庫
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
州
大
学
図
書
館
蔵
書
と

鳥
取
・
広
島
に
残
る
資
料
と
の
関
連
性
も
見
渡
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
鷲
見
家
旧
蔵
資
料
群
は
各
地
に
散
在
し
て
い
る
た
め
、
各
地
の
資
料
の
つ
な

が
り
を
探
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
江
戸
時
代
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
三
年
に
鳥
取
大
学
岸
本
覚
氏
・
田
中
仁
氏
、
鳥
取
県
立
博
物
館
学
芸

員
来
見
田
博
基
氏
な
ど
を
中
心
に
〈
地
方
の
知
の
系
譜
〉
と
い
う
「
地
域
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ
れ
た
が
、現
在
の
研
究
に
お
い
て
も
知
の
共
有
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
必
須
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
井
上
円
了
研
究
助
成
を
受
け
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
稲
葉
文
庫
目

録
の
報
告
書
を
準
備
中
で
あ
る
が
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
本
稿
で
は
「
秋
の
道

草
」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
作
品
は
鳥
取
藩
主
の
供
と
し
て
江
戸
へ
往
還
し
た
鷲

見
保
明
が
記
し
た
和
歌
紀
行
文
で
あ
る
が
、
衣
川
長
秋
、
橘
千
蔭
と
い
う
二
人

の
歌
人
の
添
削
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
和
歌
の
添
削
指
導
の
実
態
を

知
る
好
材
料
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
東
洋
大
学
で
は
通
信
教
育
課
程
を
行
っ
て
い
る
が
、
江

戸
時
代
か
ら
そ
の
教
育
指
導
の
基
本
が
変
わ
ら
ず
添
削
に
あ
る
こ
と
は
、
学
問

の
あ
り
よ
う
と
し
て
興
味
深
い
。

二　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
稲
葉
文
庫
蔵
『
秋
の
道
草
』

　

鷲
見
保
明
著
『
秋
の
道
草
』
は
写
本
二
冊
。
縦
二
二
糎
、
横
十
六
糎
の
袋
綴

装
。
布
表
紙
（
入
子
菱
文
）、
中
央
に
書
き
題
箋
「
秋
の
み
ち
草　

上
」「
あ
き

の
道
草　

下
」。
上
巻
十
六
丁
、
下
巻
二
十
二
丁
。
上
巻
奥
書
は
「
享
和
元
酉

年
九
月
／
鷲
見
保
明
し
る
す
」。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
、
干
支
は
辛
酉
）
鳥

取
か
ら
江
戸
へ
の
旅
路
の
詠
草
を
ま
と
め
た
も
の
。
下
巻
奥
書
は
「
享
和
二
戌

年
十
月
／
鷲
見
保
明
し
る
す
」。
こ
ち
ら
は
江
戸
か
ら
鳥
取
へ
の
旅
路
の
詠
草

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
清
書
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

享
和
元
年
当
時
の
鳥
取
藩
藩
主
は
池
田
斉
邦
。
斉
邦
は
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）に
生
ま
れ
、寛
政
十
年（
一
七
九
八
）に
鳥
取
藩
主
と
な
っ
て
い
る
。

藩
主
と
な
っ
て
よ
り
在
府
（
江
戸
）
し
て
い
た
斉
邦
で
あ
る
が
、
享
和
元
年
の

二
月
に
江
戸
か
ら
国
元
（
鳥
取
）
へ
行
き
、
八
月
に
な
っ
て
国
元
か
ら
江
戸
へ

出
立
し
た
と
い
う
、
通
常
の
参
勤
交
代
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
異
な
っ
た
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
保
明
は
藩
主
に
先
だ
っ
て
一
日
早
い
八
月
二
十
七
日

に
出
発
し
、
九
月
十
九
日
に
斉
邦
と
と
も
に
江
戸
に
到
着
し
た
。
来
見
田
博
基

氏
「
鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
統
計
的
研
究
」（
二
〇
〇
五
年　

鳥
取
県

立
博
物
館
研
究
報
告
）
に
よ
る
と
、
鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
時
の
日
数
は
二
〇
泊

二
一
日
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
享
和
元
年
の
日
数
は
二
十
六
日
（
保
明

は
二
十
七
日
）
で
あ
る
。
弱
冠
に
満
た
な
い
藩
主
の
初
め
て
の
往
還
で
あ
り
、

通
常
と
は
異
な
る
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
保
明
は
五
十
路
で

あ
り
、
道
中
で
和
歌
を
詠
む
余
裕
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
中
に
登
場
す
る

日
程
（
行
程
）
と
地
名
・
名
所
旧
跡
は
次
の
通
り
。
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八
月
二
十
七
日	

鳥
取　

出
立

	

二
十
八
日	

知
頭
の
駅
（
鳥
取
県
智
頭
町
）

	

二
十
九
日	

平
福
（
兵
庫
県
佐
用
町
平
福
）

	
	

宇
和
津
（
兵
庫
県
佐
用
町
、
上
津
）

	
	

三
日
月
の
駅
（
兵
庫
県
佐
用
町
）

	

晦
日
（
三
十
日
）
柿
本
明
神
（
人
丸
神
社
、兵
庫
県
明
石
市
人
丸
町
）

	
	

明
石

　

九
月
一
日	
須
磨
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

	

二
日	

昆
陽
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

	
	

西
宮
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

	
	

伏
見
（
京
都
府
京
都
市
）

	

三
日	

都
（
京
都
）・
神
泉
苑

	

四
日	

こ
こ
よ
り
斉
邦
の
お
供

	
	

逢
坂
山
（
滋
賀
県
大
津
市
）

	

五
日	

三
井
寺

	

六
日	

鈴
鹿
山
（
三
重
県
）

	

七
日	

石
薬
師
の
駅
・
赤
人
旧
跡
（
三
重
県
）

	

八
日	

桑
名
よ
り
舟
（
三
重
県
）

	
	

佐
屋
（
愛
知
県
愛
西
市
）

	
	

寝
覚
里
・
夜
寒
里
・
宮
（
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田
）

	

九
日	

池
鯉
鮒
（
愛
知
県
知
立
）・
八
橋

	

十
日	

矢
作
川
・
豊
川
（
愛
知
県
）

	

十
一
日	

高
師
山
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

	
	

舞
坂
（
静
岡
県
浜
松
市
）

	

十
二
日	

浜
松

	

十
三
日	

大
井
川
・
岡
部
（
静
岡
県
藤
枝
市
）

	

十
四
日	

宇
津
の
山
・
府
中
（
静
岡
県
静
岡
市
）

	

十
五
日	

有
度
浜
・
蒲
原
・
岩
渕
・
富
士
川
・
富
士
浅
間
神
社

	

十
六
日	

富
士
の
山

	

十
七
日	

三
嶋
明
神
（
静
岡
県
三
島
市
）・
大
磯
（
神
奈
川
県
）

	

十
八
日	

高
麗
寺
村
（
神
奈
川
県
大
磯
）

	

十
九
日	

江
戸　

到
着

　

こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
知
頭
（
智
頭
）
や
平
福
は
街
道
筋
で

あ
る
が
、
柿
本
明
神
に
詣
で
、
須
磨
明
石
の
あ
た
り
か
ら
歌
枕
を
意
識
し
た
詠

草
が
続
く
。
東
海
道
に
入
っ
て
か
ら
は
、
伊
勢
物
語
を
思
い
起
こ
す
よ
う
に
池

鯉
鮒
（
知
立
）
で
八
橋
の
旧
跡
に
触
れ
て
い
る
。
途
中
、
同
行
し
た
次
男
の
体

調
を
案
じ
た
り
、
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
り
す
る
が
、
基
本
的
に
は
名
所
旧
跡
を
逃

さ
ず
和
歌
に
詠
も
う
と
い
う
意
欲
が
見
ら
れ
る
。
職
務
の
旅
と
は
言
え
、
そ
の

記
述
の
姿
勢
は
中
古
中
世
の
紀
行
文
を
意
識
し
た
お
お
ど
か
な
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
国
学
者
と
し
て
の
名
所
研
究
で
は
な
く
、
文
学
作
品

に
登
場
す
る
土
地
を
歩
く
こ
と
に
よ
る
追
体
験
と
も
い
う
べ
き
喜
び
を
感
じ
る

詠
歌
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
二
人
の
歌
人
に
よ
っ
て
添
削
さ
れ
た
。
佐
屋
の
渡
り
で

詠
ん
だ
歌
「
そ
ら
晴
て
あ
け
の
そ
ほ
舟
漕
の
ぼ
る
さ
や
の
わ
た
り
は
見
れ
ど
あ
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か
ぬ
か
も
」
は
千
蔭
・
長
秋
双
方
か
ら
「
古
体
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
保
明
は

「
古
体
」
の
歌
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
添
削
状
況
は
上
巻
の
詠
草
の
草
稿
（
添
削
）
資
料
二
点
に
よ
り
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
一
）
橘
千
蔭
添
削
「
あ
き
の
道
草　

上
巻
〔
稿
〕」
写
一
通

　

八
月
二
十
八
日
～
九
月
十
九
日
ま
で
の
上
巻
全
行
程
の
添
削
。
添
削
部

分
は
点
に
よ
る
見
せ
消
ち
、
書
き
入
れ
は
墨
書
。

　

橘
千
蔭
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
生
、文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
没
。

幕
臣
、
歌
人
で
、
能
書
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
賀
茂
真
淵
の
門
人
の
一
人

で
あ
る
が
、
村
田
春
海
と
共
に
「
江
戸
派
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
後
述
す
る
が
、
宣
長
門
の
衣
川
長
秋
と
は
添
削
の
視
点
が
多
少
異

な
っ
て
い
る
。

（
二
）
衣
川
長
秋
添
削
「
あ
き
の
道
く
さ
〔
草
稿
〕」
写
二
通

　

八
月
二
十
六
日
～
九
月
十
三
日
ま
で
の
上
巻
全
行
程
の
添
削
。
添
削
部

分
は
点
も
し
く
は
傍
線
に
よ
る
見
せ
消
ち
、
書
き
入
れ
は
朱
書
。

こ
の
三
点
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
九
月
三
日
の
条

〈
長
秋
添
削
〉
九
月
三
日

　
　
　
　
　

ま
ゐ
の
ぼ
り
て

都
へ
御
使
に
参
る
堀
川

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

と
い
ふ
所
に
て
か
れ
い
な
ど

　
　

つ
い
で

と
ふ
へ
け
る
に
近
き
辺
り

な
れ
ば
神
泉
苑
の
跡

　

ま
ゐ
り

を
見
て

	

の	

の	

の
向

い
に
し
へ
の
み
そ
の
な
り
し
か
池
水
に

龍
の
宮
ゐ
は
猶
残
り
つ
ゝ

〈
千
蔭
添
削
〉

三
日

都
へ
の
ぼ
り
公
卿
方
へ
の

御
使
つ
と
め
し
つ
ゐ
で

神
泉
苑
と
て
案
内
し
て

人
の
見
え
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
な
が
れ

○
い
に
し
へ
の
御
そ
の
か
今
も
池
水
に

	

そ　
　

れ

　

龍
の
宮
居
は
猶
残
り
つ
ゝ

〈
保
明
写
本
〉

三
日

　
　
　

都
へ
御
使
に
ま
ゐ
の
ぼ
り
て
堀
川

　
　
　

と
い
ふ
所
に
て
か
れ
い
ひ
な
ど
た
ふ
べ
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け
る
つ
い
で
に
近
き
辺
り
な
れ
ば

　
　
　

神
泉
苑
の
跡
を
見
ま
か
り
て

い
に
し
へ
の
み
そ
の
ゝ
の
池
の
水
清
み

龍
の
宮
居
は
今
も
残
れ
り

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
長
秋
の
添
削
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
最

終
稿
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
双
方
か
ら
細
か
く

添
削
さ
れ
た
も
の
は
削
除
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
特
に
長
秋
は
こ
ま

や
か
な
添
削
を
行
い
、
も
の
に
よ
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
な
る
歌
と
変
え
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
歌
は
削
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

②
九
月
十
一
日
の
条

〈
長
秋
〉
十
一
日

高
し
山
松
の
風
か
と
き
ゝ
ゆ
け
ば

よ
る
磯
波
の
音
に
ぞ
有
け
る

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
ら
せ
給
ふ

　
　

と
き
雨
い
と
う
降
て
物
わ
び
し
く

　
　

舞
坂
に
あ
が
ら
せ
た
ま
ひ
浜
松
へ
と

　
　

い
そ
が
せ
給
ふ
に
雨
や
み
ぬ
れ
ば

ゆ
ふ
日
か
げ
と
よ
は
た
雲
に
色
は
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

あ
め
も
心
も
は
れ
て
行
そ
ら

　
　

結
句
は
れ
て
ゆ
く
そ
ら
い
や
し
き

〈
千
蔭
〉
十
一
日

	

あ
ら
し

○
高
し
山
松
の
風
か
と
き
ゝ
行
ば

五　

四　

辺
の

よ
る
磯
波
の
音
に
ぞ
有
け
る

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
給
ふ

こ
ろ
雨
い
た
ふ
降
出
て
侘
び
し

舞
坂
の
き
し
に
着
せ
給
ひ

け
れ
ば
雨
や
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
む

○
ゆ
ふ
日
か
げ
う
つ
ろ
ふ
雲
の
色
ぞ
て
る

　
　
　
　
　

る
　ゝ

見

雨
も
心
も
は
れ
て
行
そ
ら
に

〈
保
明
写
本
〉
十
一
日

高
師
山
ま
つ
の
あ
ら
し
と
聞
ゆ
け
ば

い
そ
べ
の
浪
の
よ
る
に
ぞ
あ
り
け
る

　
　
　

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
ら
せ
給
ふ

　
　
　

と
き
雨
い
と
う
降
て
物
わ
び
し
く

　
　
　

舞
坂
に
あ
が
ら
せ
た
ま
ひ
浜
松
へ
と

　
　
　

い
そ
が
せ
給
ふ
に
雨
や
み
ぬ
れ
ば
」

ゆ
ふ
日
か
げ
と
よ
は
た
雲
に
色
は
え
て

あ
め
も
心
も
は
る
ゝ
そ
ら
か
な

　

こ
こ
で
の
長
秋
の
指
示
は
言
葉
の
表
現
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
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対
し
、
千
蔭
は
歌
の
構
成
を
変
え
る
指
示
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
四

句
と
五
句
を
入
れ
替
え
、「
よ
る
磯
波
の
音
」
→
「
磯
辺
の
浪
の
よ
る
」
と

写
本
で
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
『
秋
の
道
草
』
と
い
う
歌
集
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
編

纂
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

思
え
ば
、
前
述
の
『
吉
岡
の
日
記
』
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
藩

主
池
田
斉
邦
の
妹
二
人
（
完
子
・
三
津
子
）
が
吉
岡
温
泉
に
行
っ
た
際
の
紀

行
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
池
田
家
に
献
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
も
献
上
前

に
草
稿
本
が
作
ら
れ
、
保
明
は
衣
川
長
秋
に
添
削
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
稲
葉
文
庫
に
は
保
明
の
次
の
紀
行
文
が
残
っ
て
い
る
。

（
一
）	

東
行
日
記	

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

（
二
）	

寛
政
九
巳
歳
詠
草
（
木
曽
紀
行
）	

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

（
三
）	

寛
政
十
と
せ
の
日
記	

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

（
四
）	

寛
政
十
二
申
年
帰
路
日
記	

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

（
五
）	

享
和
三
年
日
記	

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

（
六
）	

米
子
紀
行	

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

	

米
子
行
お
ぼ
え
書
（
長
秋
添
削
の
浄
書
本
）

	

米
子
往
還
の
記
（
推
敲
浄
書
本
）

（
七
）	

東
路
日
記	

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

	

東
路
日
記
（
長
秋
添
削
）

（
八
）	

文
化
貮
丑
歳
東
行
筆
記	

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

（
九
）	

文
化
参
吾
妻
帰
途
筆
記	

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）

　

管
見
の
範
囲
で
あ
る
が
、橘
千
蔭
に
添
削
を
依
頼
し
た
の
は
、「
秋
の
道
草
」

の
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
降
、
和
歌
の
指
導
は
長
秋
を
頼
っ
た
ら
し

く
（
六
）
米
子
紀
行
と
（
七
）
東
路
日
記
に
は
長
秋
の
添
削
が
残
さ
れ
て
い

る
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
清
書
本
は
同
様
に
池
田
家
に
献
上
さ
れ
た
か
、
ま
た

は
「
米
子
往
還
の
記
（
推
敲
浄
書
本
）」
の
よ
う
に
複
数
の
人
に
よ
っ
て
書

写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め

　

近
世
の
和
歌
を
鑑
み
た
と
き
、
堂
上
歌
人
の
歌
会
・
題
詠
歌
、
国
学
者
の
学

問
的
な
詠
歌
が
多
く
残
り
、
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
和
歌
を
詠
み
、

和
歌
人
口
を
支
え
、
詠
歌
の
営
み
を
続
け
た
人
々
は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た

の
か
。
近
世
武
家
の
和
歌
と
い
う
も
の
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
大
名
家
の
和
歌
、
国
学
者
の
和
歌
な
ど
の
研
究
は
近
年
着
実
に
進

ん
で
き
て
い
る
が
、仕
事
柄
旅
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
大
名
家
の
家
臣
た
ち
、

ま
た
近
世
後
期
に
入
っ
て
、
各
藩
に
広
が
っ
た
国
学
者
達
の
和
歌
指
導
の
具
体

が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、そ
の
資
料
の
一
端
が
本
稿
で
紹
介
し
た
「
秋
の
道
草
」

の
よ
う
な
参
勤
交
代
の
傍
ら
で
読
ま
れ
た
詠
草
で
あ
る
。
鷲
見
保
明
の
資
料
か

ら
は
、
職
業
歌
人
で
は
な
い
が
、
職
務
の
傍
ら
熱
心
に
和
歌
を
詠
み
、
書
状
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
、
公
務
の
つ
い
で
に
歌
枕
・
名
所
に
思
い
を

は
せ
、
添
削
指
導
を
受
け
研
鑽
に
い
そ
し
む
生
活
が
ほ
の
見
え
て
く
る
。

　

国
学
者
・
歌
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
に
広
が
る
江
戸
後
期
、
和
歌
の
享

受
層
の
一
角
を
担
っ
た
の
は
、
こ
の
鷲
見
保
明
の
よ
う
な
公
務
の
傍
ら
和
歌
に
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い
そ
し
む
人
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
紙
幅
に
限
り
も
あ
り
、
本
稿
で

は
ま
だ
そ
の
一
端
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
が
、
順
次
こ
れ
ら
の
資
料
を
紹
介
し
つ

つ
、
各
地
を
結
ぶ
文
通
・
添
削
・
収
集
に
よ
る
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明

を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

＊
最
後
に
資
料
の
閲
覧
利
用
を
許
可
下
さ
い
ま
し
た
諸
機
関
及
び
ご
助
言
く
だ

さ
い
ま
し
た
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
は
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
助
成
を
受
け
て
の
研
究
の
一
端
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。　



─ 123 ─

鷲見保明「秋の道草　上」翻刻

「
秋
の
道
草
」
上
巻
と
添
削　

翻
刻

　

※
見
せ
消
ち
（
点
）
部
分
は
傍
線
と
し
、濁
点
は
稿
者
に
よ
る
。
で
き
る
か
ぎ
り
上
下
対
照
を
こ
こ
ろ
が
け
た
が
、ず
れ
た
部
分
も
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
秋
の
道
草　

上
」
写
本

橘
千
蔭
添
削

衣
川
長
秋
添
削

　
　

享
和
の
は
じ
め
の
と
し
と

　
　

い
ふ
年
の
八
月

　
　

我
君
あ
づ
ま
の　

大
坂
の
み
も
と
に

　
　

参
り
給
は
ん
と
て　

予
も
御
と
も
に

　
　

め
さ
れ
て
こ
と
に
都
へ
の
御
使
の

　
　

こ
と
承
り
て

　
　

君
に
一
日
先
た
ち
て
廿
七
日　
　

」

　
　

う
ち
立
む
と
す
る
に
此
ほ
ど

　
　

雨
し
き
り
に
降
て
其
日
迄
も

　
　

な
ほ
や
ま
ざ
り
け
れ
ば

き
み
が
ゆ
く
道
ひ
ら
き
に
と
た
つ
我
を

八
重
の
あ
ま
雲
さ
へ
ず
も
あ
ら
な
ん

　
　

廿
七
日

　
　

今
朝
は
雨
も
や
み
て
鳥
取
を　
　

」

　
　
　
　

享
和
と
改
り
し
年
の
八
月

　
　
　
　

廿
日
あ
ま
り
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
給
ふ
と
て

　
　
　

我
君
あ
づ
ま
へ
と
旅
立
ち
を
さ
れ

　
　
　
　

た
ま
ふ
や
つ
が
れ
も
御
供
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ

　
　
　
　

召
加
え
給
ひ
こ
と
に
都
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

こ
と　

承
り
て　

ひ
と
ひ

　
　
　
　

御
使
の　
　

信
を
蒙
り
て
一
日

　
　
　

君
に　

立
て
廿
日
あ
ま
り
七
日

　
　
　
　

御
先
に
打
立
む
と
す
此
頃

　
　
　

此　
　

し
き
り
に
降
て

　
　
　
　

雨
風
ひ
ま
な
き
ま
ゝ
に
廿
六
日

　
　
　
　

な
ほ
や
ま
ざ
り
け
れ
ば

　
　
　
　

道
祖
神
に
も
ふ
で

○
君
が
た
め
道
を
ひ
ら
き
て
ゆ
く
我
ぞ

　

あ
め
風
や
み
て
障
り
あ
ら
ず
な

○
も
と
よ
り
も
道
し
る
神
と
き
く
か
ら
は

　

海
山
川
の
旅
守
り
ま
せ

　
　

廿
七
日
天
気
よ
し

廿
六
日

　
　
　

君
に
先
立
て
明
日
う
ち
立
む
と

　
　
　

す
る
に
此
比
雨
し
き
り
に
降

　
　
　

け
れ
ば

／

　

ゆ
く
ゆ　
　
　
　

に
と
た
つ　

を

君
が
為
み
ち
を
ひ
ら
き
て
ゆ
く
我
そ

八
重
の　
　
　
　
　

さ　
　

か
な

　

あ
ま
雲
は
れ
て
さ
へ
す
も
あ
ら
な
ん

　
　
　
　
　
　
　

ま
う

　
　
　

道
祖
神
に
も
ふ
て
ゝ

玉
ほ
こ
の　
　
　
　
　

に
た
む
け
を
そ
す
る

も
と
よ
り
も
道
し
る
神
と
聞
か
ら
に

／

つ
つ　

な
く　

ら
ん
と

わ
か
ゆ
き
か
へ
る
旅
守
り
ま
せ

廿
七
日
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出
立
ぬ
。
手
紙
わ
か
ち
て
も
な
を

　
　

う
し
ろ
か
げ
見
ゆ
る
ま
で
と
や

　
　

立
休
ひ
し
人
々
も
つ
ひ
に

　
　

か
げ
隠
れ
ぬ

蔭
道
に
い
ま
入
な
ん
と
か
へ
り
み
て

み
お
く
る
人
に
又
わ
か
れ
に
き

　
　

笹
か
ほ
な
と
い
へ
る
所
を
過
て

信
濃
な
る
木
曽
の
み
さ
か
の
さ
か
し
さ
を

お
も
ひ
く
ら
べ
て
ゆ
く
山
路
か
な

　
　

廿
八
日

　
　

知
頭
の
駅
を
出
て
そ
ら
を
う
ち

　
　

な
が
め
つ
ゝ

わ
が
君
の
旅
た
つ
け
ふ
は
心
し
て

風
ふ
き
は
ら
へ
村
雨
の
雲　
　
　

」

　
　

山
田
に
た
て
る
仮
庵
を
み
て

や
ま
田
も
る
か
り
庵
を
み
て
も
情
な
く

あ
つ
め
お
さ
む
る
人
は
人
か
は

　
　
　

心
あ
て
に
そ
ふ
が
滝
を
望
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
染
む

○
立
田
姫
秋
は
こ
と
な
る
色
を
そ
ふ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　

給
は

　

た
き
の
し
ら
糸
そ
れ
と
見
わ
か
ず

　
　
　

廿
八
日

　
　
　

智
頭
の
屋
ど
り
を
出
る
に
雨

　
　
　

す
こ
し
降
け
れ
ば

○
わ
が
君
の
旅
立
け
ふ
は
心
し
て

　

や
よ
村
時
雨
ふ
ら
ず
も
あ
ら
な
ん

　
　
　

つ
ゞ
ら
折
な
る
坂
を
の
ぼ
り
て

　
　
　

顧
れ
ば
鳥
取
の
か
た
よ
り

　
　
　

晴
る
ゝ
見
ゆ
る
い
と
嬉
し

　
　
　

山
田
に
あ
る
磯
が
仮
庵
を
み
て

　
　
　
　
　
　

ニ
も
し
く　

を
よ
し
と

○
雨
も
も
り
風
も
さ
ゝ
へ
ぬ
秋
の
田
の

　

か
り
ほ
に
長
き
夜
や
あ
か
す
ら
ん

○
う
し
と
だ
に
い
は
で
聞
こ
そ
哀
な
れ

　

人
す
む
べ
く
も
あ
ら
ぬ
仮
庵

○
山
田
も
る
か
り
庵
を
見
て
も
な
さ
け
な
く

　

あ
つ
め
お
さ
む
る
人
は
人
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
ふ
き
候

　
　
　

そ
ふ
が
滝
を
心
当
に
望
て

＼　
　
　
　

に
し
き
に
お
り
つ
る
や　

せ
ん

立
田
姫
秋
は
こ
と
な
る
色
を
そ
ふ
か

た
き
と
見
え
ぬ　

た
へ
て
見
ゆ
ら
ん

た
き
の
し
ら
糸
そ
れ
と
見
え
わ
か
ず

廿
八
日

　
　

智
頭
の
駅
を
出
て
雨
も
よ
の

　
　
　
　

う
ち

　
　

そ
ら
を
な
か
め
つ
ゝ

＼　

の

我
君
が
旅
立
け
ふ
は
心
し
て

風
ふ
き
は
ら
へ
八
重
の
雲
は
れ
て

や
よ
む
ら
雨
の
ふ
ら
ず
も
あ
ら
南

　
　

山
田
に
立
る
仮
庵
を
み
て

＼
そ
た
を
あ
ら
み
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ

雨
も
も
り
風
も
さ
ゝ
へ
ぬ
秋
の
田
の

か
り
ほ
に
ひ
と
り
夜
を
あ
か
す
ら
ん

＼
露
も
る
を　
　
　
　

と

う
し
と
だ
に
い
は
で
聞
こ
そ
哀
な
れ

人
居
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
仮
庵
に

＼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
ひ
や
れ

山
田
も
る
か
り
庵
を
見
て
も
情
な
く

民
は
ぐ
ゝ
ま
ぬ

あ
つ
め
お
さ
む
る
人
は
人
か
は
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廿
九
日

　
　
　
　

平
福
を
出
て
宇
和
津
へ
と
ゆ
く

　
　
　
　

道
の
へ
に
玉
し
く
露
え
も
い
は

　
　
　
　

れ
ず

朝
ぎ
り
を
わ
け
つ
ゝ
下
る
山
ぞ
ひ
の

か
や
の
ゝ
原
は
露
さ
か
り
な
り

　
　
　

三
日
月
の
駅
を
過
て

ふ
る
さ
と
の
い
な
ば
の
山
も
み
ま
さ
か
も

こ
え
て
は
り
ま
を
三
日
月
の
森

　
　
　
　
　

晦
日

　
　
　
　

柿
本
明
神
に
ま
う
て
　ゝ
　

」

な
が
め
せ
し
そ
の
い
に
し
へ
の
秋
の
月

あ
か
し
の
浦
に
な
ほ
や
す
む
ら
ん

　
　
　

う
ら
を
見
さ
け
て

と
も
し
火
の
明
石
の
う
ら
の
夕
な
ぎ
に

う
す
き
り
わ
た
る
淡
路
し
ま
山

　
　
　

浦
田
に
や
ど
り
て
碪
を
き
ゝ
て

な
が
き
よ
を
あ
か
し
の
う
ら
の
浪
ま
く
ら

ね
ら
れ
で
あ
ま
も
碪
う
つ
ら
ん

　

廿
九
日

　
　

平
福
を
出
て
宇
和
津
へ
と

　
　

ゆ
く
道
の
辺
り
に
玉
し
く
露

　
　

え
も
い
は
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

た
ど

○
朝
霧
を
わ
け
つ
ゝ
下
る
山
添
の

　

か
や
野
が
原
は
露
さ
か
り
な
り

　
　
　

三
日
月
の
駅
を
過
て

○
因
幡
山
み
ま
さ
か
越
て
は
り
ま
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　

や　

過
け
む

　

け
ふ
三
日
月
の
森
を
見
し
に
や

　
　

晦
日

　
　
　

人
丸
の
御
社
に
も
ふ
で
ゝ

○
詠
て
し
其
い
に
し
へ
の
秋
の
月

　

あ
か
し
の
浦
に
な
ほ
や
す
む
ら
ん

　
　
　
　
　

ふ
り　

見

　
　
　

浦
を
見
さ
け
て

　
　
　
　
　

れ
や

○
見
る
め
あ
り
か
明
石
の
う
ら
の
夕
泙
に

　

う
す
霧
わ
た
る
淡
路
し
ま
山

　
　
　

明
石
の
ほ
と
り
に
と
ま
り
て

　
　
　

碪
を
き
く

○
な
が
き
夜
を
あ
か
し
の
浦
の
浪
枕

　

ね
ら
れ
で
あ
ま
も
碪
う
つ
ら
ん

廿
九
日

　
　
　

平
福
を
出
て
う
わ
つ
へ
と

　
　
　

ゆ
く
道
の
辺
に
玉
し
く

　
　
　

露
え
も
い
は
れ
ず

＼朝
霧
を
わ
け
つ
ゝ
下
る
山
そ
ひ
の

か
や
野
が
原
は
露
さ
か
り
な
り

　
　
　

三
日
月
の
駅
を
過
て

＼
故
郷
の　

の　

も　
　
　

も

　
　

い
な
ば
山
み
ま
さ
か
越
て
播
磨
が
た

　
　

け
ふ
三
日
月
の
森
を
見
し
に
や

晦
日

　
　
　
　
　
　
　

ま
う

　
　

柿
本
明
神
に
も
ふ
て
ゝ

＼
せ

詠
て
し
其
い
に
し
へ
の
秋
の
月

あ
か
し
の
浦
に
猶
や
す
む
ら
ん

　
　
　

浦
を
見
さ
け
て

＼
と
も
し
火
の

見
る
め
あ
り
な
明
石
の
浦
の
夕
な
ぎ
に

う
す
霧
わ
た
る
淡
路
し
ま
山

　
　

浦
田
に
や
ど
り
て
碪
を
き
く

＼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま
の
子
の

な
が
き
夜
を
あ
か
し
の
浦
の
浪
枕

し
ほ
風
さ
む
く　

こ
ろ
も　
　

也

せ
ま
ら
れ
て
蜑
も
き
ぬ
た
打
ら
ん
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九
月
朔
日

　
　
　

す
ま
に
て

色
か
へ
ぬ
須
磨
の
う
ら
わ
の
磯
馴
松

な
れ
み
し
人
は
い
づ
ち
い
に
け
ん

　
　
　

二
日

昆
陽
の
池
水
草
は
ふ
か
く
し
げ
れ
ど
も　

」

な
ほ
い
に
し
へ
の
か
げ
は
見
え
け
り

　
　
　

け
ふ
西
宮
よ
り
伏
見
ま
で
十
二
里

　
　
　

あ
ま
り
な
る
が
昼
よ
り
あ
め
降

　
　
　

出
て
道
な
や
め
り
。
伏
見
に
い
た
り

　
　
　

け
る
は
亥
の
刻
ば
か
り
な
り

親
の
子
を
伴
ひ
出
て
ゆ
く
た
び
の

こ
ゝ
ろ
も
や
み
の
道
そ
わ
び
し
き　
　

」

　
　

三
日

　
　
　

都
へ
御
使
に
ま
ゐ
の
ぼ
り
て
堀
川

　
　
　

と
い
ふ
所
に
て
か
れ
い
ひ
な
ど
た
ふ
べ

　
　
　

け
る
つ
い
で
に
近
き
辺
り
な
れ
ば

　
　
　

神
泉
苑
の
跡
を
見
ま
か
り
て

　
　

九
月
朔
日

　
　
　

舞
子
が
浜
よ
り
浦
つ
た
ひ

　
　
　

し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ど

○
四
の
時
か
は
れ
ば
か
は
る
見
る
め
あ
り
て

　

す
ま
あ
か
し
こ
そ
い
つ
も
あ
か
れ
ね

　
　

二
日

　
　
　

昆
陽
に
て
よ
め
る

　
　
　

の

○
昆
陽
寺
や
こ
や
の
池
水
今
も
な
ほ

　

の
こ
る
む
か
し
の
跡
ぞ
見
え
け
り

　
　
　

け
ふ
は
西
の
宮
よ
り
伏
見
ま
で

　
　
　

十
二
里
あ
ま
り
し
か
も
昼

　
　
　

よ
り
雨
降
出
て
道
わ
る
く

　
　
　

そ
が
上
に
浜
の
堤
き
れ
て

　
　
　

舟
に
て
越
す
所
な
ど
あ
り
て

　
　
　

伏
見
に
着
し
は
亥
の
時

　
　
　

ば
か
り
な
り
次
男
な
り
け
る

　
　
　

公
徳
を
伴
ひ
け
れ
ば
道
に
て

　
　
　

お
も
ひ
つ
ゞ
け
る
に

○
親
ご
ゝ
ろ
子
を
伴
ひ
て
ぬ
ば
玉
の

　
　
　

を
ぞ
た
ど
る　

の　
　

さ

　

よ
る
の
関
ゆ
く
道
ぞ
侘
び
し
き

　
　

三
日

　
　
　

都
へ
の
ぼ
り
公
卿
方
へ
の

　
　
　

御
使
つ
と
め
し
つ
ゐ
で

　
　
　

神
泉
苑
と
て
案
内
し
て

　
　
　

人
の
見
え
け
れ
ば

九
月
朔
日

　
　
　

舞
子
が
浜
よ
り
浦
つ
た
ひ
し
て

＼　
　

そ
の
を
り
〳
〵

四
の
時
か
は
れ
ば
か
は
る
見
る
め
あ
り
て

下　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　

ぬ

　

す
ま
あ
か
し
こ
そ
い
つ
も
あ
か
れ
ね

二
日

　
　
　

昆
陽
を
ゆ
き
が
て
に

＼　
　
　

水
草
し
げ
れ
る　

の
面
に

こ
や
寺
や
こ
や
の　
　
　

池　

水
今
も
な
ほ

　
　
　
　
　
　

か
げ

残
る
む
か
し
の
跡
ぞ
見
え
け
り

　
　
　

け
ふ
西
宮
に
あ
ま
り
し
か
も
昼
よ
り

　
　
　

雨
降
出
て
道
あ
や
ま
り

　
　
　

伏
見
に
至
り
し
は
亥
の
刻

　
　
　

な
り
け
ら
し

＼　

の　
　
　

出　

今
橋

親
心
子
を
伴
ひ
て
ぬ
ば
玉
の

心
も　
　
　
　

の

よ
る
の
や
み
ゆ
く
道
ぞ
わ
び
し
き

九
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ゐ
の
ぼ
り
て

　
　
　

都
へ
御
使
に
参
る
堀
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

　
　
　

と
い
ふ
所
に
て
か
れ
い　

な
ど

　
　
　
　
　

つ
い
で

　
　
　

と
ふ
へ
け
る
に
近
き
辺
り

　
　
　

な
れ
ば
神
泉
苑
の
跡

　
　
　
　
　

ま
ゐ
り

　
　
　

を
見　

て
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い
に
し
へ
の
み
そ
の
ゝ
の
池
の
水
清
み

龍
の
宮
居
は
今
も
残
れ
り　

」

四
日

　
　
　

け
ふ
よ
り
み
と
も
し
て
ゆ
く
に

　
　
　

逢
坂
山
を
越
る
と
て

か
ぎ
り
な
き
君
の
恵
に
あ
ふ
坂
の

関
の
戸
さ
ゝ
ぬ
御
代
の
し
づ
け
さ

　
　
　

五
日

　
　
　

三
井
寺
に
参
り
て

さ
ゞ
浪
や
大
津
の
宮
は
う
つ
る
と
も

む
か
し
な
が
ら
の
三
井
の
古
寺

　
　
　

六
日

す
ゞ
か
山
こ
ゝ
し
き
坂
を
越
ゆ
き
て

名
に
お
ふ
関
に
と
ま
る
旅
人

　
　
　

七
日

　
　
　

石
薬
師
の
駅
の
ひ
が
し
山
辺
村
と

　

い
ふ
所
に
赤
人
の
旧
跡
あ
り

峯
に
生
る
老
木
の
松
に
こ
と
ゝ
は
む

や
ま
辺
の
さ
と
の
む
か
し
し
る
や
と

八
日

　
　
　

桑
名
よ
り
御
舟
よ
そ
ひ
て
漕

　
　
　

出
す
ほ
ど
に
舟
子
ど
も
歌
う
た
ひ

　
　
　

艪
拍
子
に
つ
ゞ
み
打
あ
は
せ
て

　
　
　

い
と
う
る
は
し
く
佐
屋
へ
と
わ
た
ら
せ

　
　
　

給
ふ
。
御
ふ
ね
の
や
ぐ
ら
へ
と
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
な
が
れ

○
い
に
し
へ
の
御
そ
の
か
今
も
池
水
に

　
　
　
　
　

そ　
　

れ

　

龍
の
宮
居
は
猶
残
り
つ
ゝ

　
　

四
日

　
　
　

け
ふ
よ
り
御
供
に
侍
る
逢

　
　
　

坂
山
を
越
け
る
時
よ
め
る

○
治
れ
る
代
に
あ
ふ
坂
は
関
も
ゐ
ず

　

音
羽
の
山
の
松
の
し
づ
け
さ

　
　

五
日

　
　
　

三
井
寺
見
め
ぐ
ら
せ
給
ふ

　
　
　

何
と
な
ふ
古
を
懐
ふ
心

　
　
　

お
こ
り
て

○
さ
ゞ
波
や
大
津
の
宮
は
う
つ
れ
ど
も

　

む
か
し
な
が
ら
の
三
井
の
古
寺

　
　

六
日

○
す
ゞ
か
山
こ
ゝ
し
き
坂
を
こ
え
つ
れ
ば

　

お
の
れ
と
関
に
と
ま
る
旅
人

　
　

七
日

　
　
　

　
　
　

桑
名
の
君
よ
り
待
も
ふ
け

　
　
　

た
ま
ひ
し
御
舟
に
め
し
て

　
　
　

佐
屋
川
を
の
ぼ
ら
せ
給
ふ

　
　
　

ほ
ど
に
舟
屋
ぐ
ら
に
あ
り
て

　
　
　

よ
も
を
見
は
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

の　
　

の
向

い
に
し
へ
の
み
そ
の
な
り
し
か
池
水
に

龍
の
宮
ゐ
は
猶
残
り
つ
ゝ

四
日

逢
坂
山
を
越
と
て

か
ぎ
り
な
き　

き
み
の
め
ぐ
み
に

治
れ
る
代
に
あ
ふ
坂
は
関
も
ゐ
ず

関
の
戸
さ
し
ぬ
御
代

音
羽
の
山
の
松
の
し
づ
け
さ

　

あ
ふ
坂　

音
羽
山
は
あ
は
せ
い
か
ゝ

五
日

　
　

三
井
寺
へ
御
供
に
て
参
る

さ
ゞ
波
や
大
津
の
宮
は
う
つ
れ
ど
も

む
か
し
な
が
ら
の
三
井
の
古
寺

六
日　
　
　
　
　
　
　

て　

と
い
ふ
所

　
　

す
ゞ
か
山
を
こ
え
給
ひ
里
に

　
　

や
ど
ら
せ
給
ふ
ま
ゝ
同
じ

　
　
　
　
　
　
　

と
て

　
　

所
に
仮
寐
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き
て

す
ゞ
か
山
こ
ゝ
し
き
さ
か
を
越
つ
れ
ば

名
に
お
ふ　
　

や
ど
る

お
の
れ
と
関
に
と
ま
る
旅
人

七
日　

く
わ
名　

よ
そ
ひ

　
　

宮
よ
り
御
舟
か
さ
り
立
て

　
　
　
　
　
　
　

に　

子
ど
も
哥

　
　

漕
出
す
ほ
ど　

舟
う
た
唱
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ゞ
ミ

　
　

つ
れ
艪
拍
子
に
大
皷
う
ち
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見
わ
た
す
に
ひ
ろ
き
川
辺
の

　
　
　

け
し
き
類
ひ
な
く
お
も
し
ろ
け
れ
ば

そ
ら
晴
て
あ
け
の
そ
ほ
舟
漕
の
ぼ
る

さ
や
の
わ
た
り
は
見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

　
　
　

宮
に
や
ど
ら
せ
給
ふ
夜
寒
の
里
」

寐
覚
の
さ
と
み
な
此
あ
た
り
な
れ
ば

秋
風
の
よ
さ
む
の
こ
ろ
も
爰
に
き
て

ね
ざ
め
に
し
の
ぶ
故
さ
と
の
そ
ら

　
　

熱
田
大
神
宮
を
拝
て

君
が
旅
路
や
す
く
と
祈
る
こ
ゝ
ろ
を
ば

め
ぐ
み
あ
つ
た
の
神
ぞ
し
る
ら
ん

　
　
　

九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

菊
の
酒
く
み
か
は
し
つ
ゝ
ふ
る
さ
と
に

け
ふ
は
常
よ
り
お
も
ひ
出
ら
ん

　
　
　

十
日

　
　
　

矢
は
ぎ
大
屋
豊
川
の
は
し
を

　
　
　

こ
え
て

国
の
名
の
三
の
川
橋
け
ふ
こ
え
て

お
も
へ
ば
な
が
き
東
路
の
そ
ら
」

○
そ
ら
晴
て
あ
け
の
そ
ほ
舟
さ
し
の
ほ
る

　

佐
屋
の
川
辺
は
見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

　
　
　
　
　
　
　

い
と
古
体　
　

に
候

　
　
　

八
日

　
　
　
　

暁
ふ
か
く
起
ゐ
て
此
あ
た
り
に

　
　
　
　

夜
寒
の
さ
と
寐
覚
の
里

　
　
　
　

な
ど
あ
る
を
お
も
ひ
て

○
秋
風
の
夜
寒
の
こ
ろ
も
こ
ゝ
に
き
て

　

ね
ざ
め
に
お
も
ふ
故
さ
と
の
そ
ら

　
　
　

熱
田
の
宮
を
拝
し
て

○
君
が
旅
路
や
す
く
と
祈
る
心
を
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
か

　

め
ぐ
み
あ
つ
た
の
神
ぞ
し
る
ら
ん

　
　
　

九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　

人
や

○
菊
の
酒
く
み
か
は
し
つ
ゝ
故
さ
と
に

三　
　

猶　
　
　
　
　

い
づ

け
ふ
は
こ
と
更
お
も
ひ
こ
す
ら
ん

　
　
　

池
鯉
鮒
の
あ
た
り
に
八
橋
の

　
　
　

古
跡
な
り
と
ぞ

　
　
　

十
日

○
国
の
名
の
三
の
川
橋
け
ふ
こ
え
て

　

お
も
ふ
も
長
き
旅
の
そ
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　

う
る
は

　
　

合
と
て
い
と
賑
し
く
佐
屋

　
　

へ
と
わ
た
り
せ
給
ふ
御
舟
の

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た

　
　

艪
へ
の
ぼ
り
て
見
晴
す
に

　
　

ひ
ろ
き
川
辺
の
け
し
き

　
　
　
　
　
　

な
く
お
も
し
ろ
か
れ
ば

ま
た
類
ひ
あ
ら
じ
か
し

そ
ら
晴
て
あ
け
の
そ
ほ
舟
こ
ぎ
の
ぼ
る

さ
屋
の
わ
た
り
は
み
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

└
古
体
也

八
日

　
　

宮
に
や
ど
ら
せ
給
ふ
夜
寒
の

　
　

里
寐
床
の
里
み
な
此
あ
た
り

　
　

な
れ
ば

秋
風
の
よ
さ
む
の
こ
ろ
も
爰
に
き
て

　
　
　
　

し
の

ね
ざ
め
に
お
も
ふ
故
さ
と
の
そ
ら

　
　

熱
田
大
神
宮
を
拝
て

君
が
旅
路
や
す
く
と
祈
る
こ
ゝ
ろ
を
ば

め
ぐ
み
あ
つ
た
の
神
ぞ
し
る
ら
ん

　

し
る
ら
ん
能
か
な
へ
た
り

九
日

　
　

重
陽
な
れ
ば

菊
の
酒
く
み
か
は
し
つ
ゝ
故
里
に

　
　
　

常
よ
り　
　
　

い
づ

け
ふ
ぞ
こ
と
更
お
も
ひ
こ
す
ら
ん

　
　

八
橋
の
あ
り
け
る
あ
と
ゝ
し

　
　

つ
た
へ
た
る
あ
た
り
を
過
ぎ
て
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十
一
日

高
師
山
ま
つ
の
あ
ら
し
と
聞
ゆ
け
ば

い
そ
べ
の
浪
の
よ
る
に
ぞ
あ
り
け
る

　
　
　

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
ら
せ
給
ふ

　
　
　

と
き
雨
い
と
う
降
て
物
わ
び
し
く

　
　
　

舞
坂
に
あ
が
ら
せ
た
ま
ひ
浜
松
へ
と

　
　
　

い
そ
が
せ
給
ふ
に
雨
や
み
ぬ
れ
ば
」

ゆ
ふ
日
か
げ
と
よ
は
た
雲
に
色
は
え
て

あ
め
も
心
も
は
る
ゝ
そ
ら
か
な

　
　
　

十
二
日

　
　
　

朝
と
く
浜
松
を
出
て
植
ま
つ
の

　
　
　

は
ら
を
過
る
と
て

た
が
せ
に
か
千
年
の
た
ね
を
植
松
の

木
か
げ
を
わ
れ
も
と
は
に
か
よ
は
ん
」

十
三
日

　
　
　

ふ
る
さ
と
に
便
あ
れ
ば

つ
げ
や
ら
ん
さ
や
の
中
山
さ
は
り
な
く

大
ゐ
川
を
も
け
ふ
わ
た
り
ぬ
と

　
　
　

岡
部
と
い
ふ
所
に
や
ど
り
て

長
月
の
こ
よ
ひ
の
月
を
松
た
て
る

を
か
べ
の
さ
と
に
又
や
来
て
み
ん
」

　
　
　

十
一
日

　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

○
高
し
山
松
の
風
か
と
き
ゝ
行
ば

五　

四　

辺
の

　

よ
る
磯
波
の
音
に
ぞ
有
け
る

　
　
　

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
給
ふ

　
　
　

こ
ろ
雨
い
た
ふ
降
出
て
侘
び
し

　
　
　

舞
坂
の
き
し
に
着
せ
給
ひ

　
　
　

け
れ
ば
雨
や
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
む

○
ゆ
ふ
日
か
げ
う
つ
ろ
ふ
雲
の
色
ぞ
て
る

　
　
　
　
　
　

る
　ゝ

見

　

雨
も
心
も
は
れ
て
行
そ
ら
に

　
　
　

十
二
日

　
　
　
　

は
ま
浜
の
さ
と
を
出
て
植
松
の

　
　
　
　

は
ら
を
過
る
と
て

○
誰
世
に
か
千
年
の
種
を
植
松
の

　
　
　
　

ぬ
所　
　
　
　
　

ふ
か
め
て

　
　

は
し
は
常
磐
に
み
ど
り
成
ら
ん

　
　
　
　

十
三
日

　
　
　
　
　

故
さ
と
に
便
あ
れ
ば

○
告
や
ら
ん
さ
や
の
中
山
障
り
な
く

　

大
ゐ
川
を
も
け
ふ
し
こ
え
ぬ
と

　
　
　
　

岡
部
に
や
ど
り
て

○
長
月
の
こ
よ
ひ
の
月
を
し
ら
露
の

　

お
か
べ
の
さ
と
に
又
や
来
て
み
ん

○
秋
ふ
か
く
露
も
お
か
べ
の
草
の
原

　

む
か
ふ
今
宵
の
月
の
あ
は
れ
さ

杜
若
こ
と
ば
の
花
ぞ
残
れ
ど
も

そ
こ
と
も
わ
か
ず
沼
の
八
は
し

十
日

　
　

矢
は
ぎ
大
屋
豊
川
の
は
し
を

　
　

け
ふ
み
な
こ
え
て

国
の
名
の
三
の
川
は
し
け
ふ
越
て

　
　

へ
ば　
　

旅
の
そ
ら
か
な

お
も
ふ
も
長
き
東
路
の
た
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

十
一
日

高
し
山
松
の
風
か
と
き
ゝ
ゆ
け
ば

よ
る
磯
波
の
音
に
ぞ
有
け
る

　
　

あ
し
ゐ
の
わ
た
り
を
渡
ら
せ
給
ふ

　
　

と
き
雨
い
と
う
降
て
物
わ
び
し
く

　
　

舞
坂
に
あ
が
ら
せ
た
ま
ひ
浜
松
へ
と

　
　

い
そ
が
せ
給
ふ
に
雨
や
み
ぬ
れ
ば
」

ゆ
ふ
日
か
げ
と
よ
は
た
雲
に
色
は
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

あ
め
も
心
も
は
れ
て
行
そ
ら

　
　

結
句
は
れ
て
ゆ
く
そ
ら
い
や
し
き

十
二
日　
　

さ
ま
也

　
　

濱
松
を
立
出
て
植
松
の

　
　
　
　
　

を
す
ぐ
る
と
て

　
　

は
ら
に
か
ゝ
る

た
が
よ
に
か
千
年
の
程
を
植
松
の

原
は
常
磐
に
み
ど
り
成
ら
ん

十
三
日
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ふ
る
さ
と
も
今
宵
の
月
を
詠
つ
ゝ

わ
が
お
も
ふ
ご
と
何
思
ふ
ら
ん

　
　
　

十
四
日

草
枕
む
す
ぶ
を
か
べ
に
夢
さ
め
て

う
つ
ゝ
に
た
ど
る
宇
津
の
山
ご
え

　
　
　

十
五
日

う
ど
浜
の
う
と
く
は
あ
ら
ず
立
と
ま
り
」

み
ほ
の
浦
松
い
つ
も
あ
か
な
く
に

岩
き
や
ま
こ
え
て
そ
こ
ゝ
に
く
き
崎
の

な
み
の
関
も
り
名
の
み
な
り
け
る

　
　
　

雨
ふ
り
出
た
れ
ど
冨
士
の
峰
た

　
　
　

う
に
墨
に
て
画
る
ご
と
く
ほ
の
か
に

　
　
　

見
ゆ
れ
ば

あ
し
曳
の
山
の
す
が
た
は
雨
ぐ
も
の
」

か
ゝ
れ
ど
そ
ら
に
し
る
き
ふ
じ
の
ね

○
ふ
る
さ
と
も
今
宵
の
月
を
詠
つ
ゝ

　

わ
が
お
も
ふ
ご
と
さ
ぞ
思
ふ
ら
ん

　
　
　

十
四
日

○
草
枕
む
す
ぶ
岡
べ
の
夢
さ
め
て

　

う
つ
ゝ
に
た
ど
る
宇
津
の
山
越

　
　
　
　

そ
ら
よ
く
晴
て
府
中
の

　
　
　
　

こ
な
た
よ
り
冨
士
の
峯

　
　
　
　

あ
ら
は
に
見
ゆ

三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四　

過
れ
ば

○
ふ
じ
の
山
そ
れ
と
す
が
た
は
見
つ
れ
ど
も

　
　
　

一　
　
　

二　
　

か
ほ
し
て

　

い
さ
し
ら
雪
の
し
ら
ず
言
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五　
　

も
な
し

　
　
　

十
五
日

○
う
ど
は
ま
の
う
と
く
は
な
ど
か
見
て
過
む

　

三
保
の
浦
松
い
つ
も
あ
か
な
く
に

　
　
　
　

さ
つ
た
峠
を
越
て
望
嶽

　
　
　
　

立
よ
に
入
ら
せ
給
ふ

○
い
は
き
山
こ
え
て
ぞ
思
ふ
く
き
崎
の

　

波
の
関
守
名
の
み
な
る
代
を

　
　
　
　

雨
降
出
た
れ
ど
ふ
じ
の
ね
は

　
　
　
　

う
す
墨
に
画
る
や
う
に

　
　
　
　

ほ
の
か
に
見
ゆ

○
あ
し
曳
の
山
の
す
が
た
は
雨
雲
の

空　

く
を　

も

　

か
ゝ
れ
ど
そ
れ
と
し
る
き
富
士
の
ね

　
　

け
ふ
大
ゐ
川
越
さ
せ
給
ふ
ら
ん

　
　

と
て
江
戸
よ
り
も
い
な
ば
よ
り
も

　
　
　

の

　
　

文
来
る
申
し
返
り
ご
と
せ
ん
と

　
　

し
て
母
上
の
み
も
と
へ

東
路
の

告
や
ら
ん
さ
や
の
中
山
さ
は
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　

は　
　

け
り

大
井
川
を
も
け
ふ
し
こ
え
ぬ
と

さ
は
り
な
く
今
よ
し
也

　
　

今
宵
は
十
三
夜
の
月
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

の
月
か
げ
を

長
月
の
今
宵
の
月
を
し
ら
露
の

をお
か
べ
の
さ
と
に
又
や
来
て
み
ん

　

白
露
の
お
く
と
は
か
な
ち
が
ひ
な
れ
ば
か
ゝ
ら
ず

秋
ふ
く
露
も
お
か
べ
の
草
の
は
ら

む
か
ふ
こ
よ
ひ
の
月
の
あ
は
れ
さ

故
さ
と
も
今
宵
の
月
を
詠
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

わ
を

わ
が
お
も
ふ
ご
と
さ
ぞ
思
ふ
ら
ん

└
古
体
也
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雨
風
し
き
り
に
な
り
て
ふ
じ
川

　
　
　

水
増
ぬ
ら
ん
と
い
ひ
さ
わ
げ
ば

　
　
　

蒲
原
に
は
や
す
ま
せ
た
ま
は
で

　
　
　

岩
渕
ま
で
い
そ
ぎ
ゆ
き
た
ま
は
ん

　
　
　

や
と
と
ひ
ま
つ
る
に
従
者
ど
も
の

　
　
　

な
や
み
な
く
ば
な
ど
か
り
そ
め
に
も
」

　
　
　

御
め
ぐ
み
の
あ
り
が
た
き

　
　
　

御
こ
と
の
葉
承
り
て

め
ぐ
み
あ
る
君
の
こ
ゝ
ろ
を
神
し
ら
ば

何
か
さ
は
ら
ん
ふ
じ
の
川
舟

　
　
　

岩
ふ
ぢ
に
い
た
り
給
へ
ば
川
の

　
　
　

つ
か
さ
し
け
る
人
よ
り
と
く
舟
に

　
　
　

□
を
た
ま
へ
御
舟
出
な
り
か
た
く
」

　
　
　

な
ら
ん
と
聞
ゆ
れ
ば
直
に
舟
に

　
　
　

め
し
う
つ
ら
せ
給
ふ
け
る
に
水

　
　
　

か
さ
増
て
瀬
早
き
こ
と
た
と
へ
ん

　
　
　

か
た
な
し
。
さ
れ
ど
何
の
障
り
も

　
　
　

な
く
下
か
下
ま
で
渡
り
果
つ
れ
ば

　
　
　

わ
た
り
と
ま
り
ぬ
。
元
市
場
と

　
　
　

い
ふ
所
に
て
休
ら
ひ
た
ま
ひ
み
な
」

　
　
　

人
の
労
を
い
こ
へ
た
ま
ふ
。
此
あ
た
り

　
　
　

我
こ
と
に
笹
立
わ
た
し
て
賑
ふ

　
　
　

け
し
き
な
れ
ば
い
か
な
る
こ
と
に

　
　
　

か
と
問
す
れ
ば
け
ふ
は
冨
士
浅
間
の

　
　
　

雨
し
き
り
に
降
て
ふ
じ
川
の

　
　
　

水
高
く
な
ら
ん
と
い
へ
ば

　
　
　

蒲
原
の
御
小
休
は
は
ぶ
き
て

　
　
　

岩
渕
ま
で
い
そ
ぎ
て
御
の
り

　
　
　

も
の
す
ゝ
め
ん
と
伺
ひ
し
に

　
　
　

ず
さ
ど
も
の
な
や
み
だ
に

　
　
　

な
く
ば
な
ど　

仰
ご
と
あ
り
て

　
　
　

造
す
に
も
御
い
つ
く
し
み
の

　
　
　

御
心
あ
ら
せ
給
ふ
あ
り

　
　
　

が
た
さ
に

○
め
ぐ
み
あ
る
君
が
心
を
神
も
し
ら
ば

　

何
か
さ
は
ら
ん
ふ
じ
の
川
舟

　
　
　

富
士
川
の
右
の
山
際
に

　
　
　

神
の
森
と
い
ふ
所
あ
り

　
　
　

此
神
に
竹
川
こ
と
な
く

　
　
　

越
さ
せ
給
ん
こ
と
を
心
の
内
に

　
　
　

祈
り
て

○
障
り
な
く
舟
漕
わ
た
せ
ふ
じ
川
や

　

こ
ゝ
に
水
し
る
神
の
ま
に
〳
〵

　
　
　

何
の
障
り
な
ふ
下
り
下
ま
で

　
　
　

わ
た
り
果
け
れ
ば
川
と
め

　
　
　

と
て
渡
り
と
ま
り
ぬ
。

　
　
　

元
市
場
と
い
ふ
所
に
て

　
　
　

御
休
を
さ
せ
給
ひ
て
み
な

　
　
　

人
の
つ
か
れ
を
い
こ
へ
給
ふ

　
　
　

此
迄
家
ご
と
に
笹
立
わ
た
し

　
　
　

賑
ふ
さ
ま
な
れ
ば
い
か
な
る

　
　
　

こ
と
に
か
と
問
す
れ
ば
け
ふ
は
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祭
り
な
り
と
い
ふ
。
爰
に
桜
の

　
　

返
り
花
い
と
艶
に
咲
り
け
れ
ば

け
ふ
ま
つ
る
神
の
御
名
と
て
山
桜
」

こ
の
花
さ
く
や
春
な
ら
ね
ど
も

　
　
　

十
六
日

す
る
が
な
る
ふ
じ
の
芝
山
し
ば
〳
〵
に

み
れ
ど
も
あ
か
ぬ
ふ
じ
の
し
ば
山

ふ
じ
の
山
老
ず
し
な
ず
の
薬
も
が

い
つ
も
麓
に
宿
し
め
て
み
ん

　
　
　
　
　
　

十
七
日　
　
　

」

　
　
　

公
徳
こ
の
ほ
ど
風
の
心
ち
に
て

　
　
　

な
や
み
け
れ
ば
旅
の
つ
か
れ
も

　
　
　

深
く
い
か
ゞ
あ
ら
ん
な
ど
思
ふ
。

　
　
　

あ
ま
り
に
三
嶋
明
神
の
御
前

　
　
　

過
る
時
に
よ
み
て
奉
り
け
る

あ
ふ
く
ぞ
よ
祈
る
心
を
あ
は
れ
み
て

し
る
し
み
し
ま
の
神
の
守
り
を
」

　
　
　

こ
よ
ひ
大
磯
に
火
と
も
し
て

　
　
　

着
せ
た
ま
ふ

箱
根
路
や
酒
匂
川
を
も
こ
ゆ
る
ぎ
の

い
そ
ぐ
と
す
れ
ど
け
ふ
は
暮
け
り

　
　
　

冨
士
浅
間
の
祭
り
な
り
と
い
ふ
。

　
　
　

爰
に
桜
の
返
り
花
い
と
艶
に

　
　
　

咲
り
け
れ
ば

○
け
ふ
ま
つ
る
神
の
御
名
と
て
山
桜

　

此
花
さ
く
や
春
な
ら
ね
ど
も

　
　
　
　

十
六
日

○
す
る
が
な
る
ふ
じ
の
芝
山
し
ば
〳
〵
に

　
　
　
　
　
　
　

ぬ

　

見
れ
ど
も
あ
か
ず
ふ
じ
の
し
ば
山

　
　
　

十
七
日

　
　
　

公
徳
此
ほ
ど
風
の
心
ち
に
て

　
　
　

な
ら
ず
も
の
し
け
れ
ば

　
　
　

旅
の
つ
か
れ
も
添
て
い
か
ゞ

　
　
　

あ
ら
ん
な
ど
く
る
し
く
思
ひ

　
　
　

な
や
む
あ
ま
り
に
三
嶋
の

　
　
　

明
神
の
御
前
過
る
時
に

　
　
　

は
や
く
病
い
え
な
ん
こ
と
を

　
　
　

祈
り
て
よ
み
て
奉
り
け
る

○
仰
ぞ
よ
祈
る
心
を
あ
は
れ
み
て

　

し
る
し
み
し
ま
の
神
の
守
り
を

　
　
　

今
宵
大
磯
に
火
と
も
し
て

　
　
　

着
せ
給
ふ

○
箱
根
路
や
酒
匂
川
を
も
こ
ゆ
る
ぎ
の

　

い
そ
ぐ
と
す
れ
ど
け
ふ
は
暮
け
り
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十
八
日

　
　
　

大
山
を
見
て
も
と
す
み
し

は
う
き
の
国
を
お
も
ひ
つ
ゝ
よ
め
る
」

あ
さ
よ
ひ
に
見
し
大
山
と
お
な
じ
名
の

山
と
し
き
け
ば
ふ
る
さ
と
お
も
ほ
ゆ

　
　
　

十
九
日

　
　
　

御
と
も
し
て
江
戸
に
い
た
り

　
　
　

着
ぬ

む
さ
し
野
の
ひ
ろ
き
恵
み
に
武
士
の

八
十
氏
人
も
こ
ゝ
に
つ
ど
へ
り
」

　
　

享
和
元
酉
年
九
月

　
　
　
　
　
　

鷲
見
保
明
し
る
す
」

　
　
　

十
八
日

　
　
　
　

高
麗
寺
村
も
ろ
こ
し
が
原

　
　
　
　

な
ど
い
ふ
所
を
ゆ
く
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
な

○
い
か
な
れ
ば
外
国
の
名
を
よ
ぶ
こ
鳥

　

お
ぼ
つ
か
な
さ
も
許
に
と
は
ま
し

　
　
　

十
九
日

○
し
ら
浪
の
あ
ら
ゐ
の
崎
は
名
の
み
に
て

　
　
　

磯
辺
の
松
の
風
も
音
せ
ず

　
　
　

長
の
旅
路
す
こ
し
の

　
　
　

障
り
も
な
く
御
供
し
て

　
　
　

け
ふ
八
ツ
時
に
は
や
し
と

　
　
　

い
ふ
比
御
館
に
着
ぬ
公
徳
も

　
　
　

神
の
恵
み
に
心
よ
く
成
に

　
　
　

け
れ
ば
思
ふ
こ
と
更
に
な
く

　
　
　

参
り
着
た
る　

と
て
人
々

　
　
　

と
ひ
集
て
い
と
賑
は
し
候



─ 134 ─
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SUMI	Yasuakira	 is	waka	poet	 in	Tottori.	 	 “Aki-no	Michikusa”,this	anthology	 is	waka	

poetry	 of	 a	 journey	 to	Edo	 from	Tottori.	 	The	poetry	was	 corrected	by	 two	waka	

poets,Tachibana	Chikage	and	KINUGAWA	Nagaaki.		Chikage	is	Kamono	Mabuchi's	pupil,	
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